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特集　一般会計歳入決算額８５億４４５７万円
　　　法人町民税の伸びが、町財政を支える
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歳入
（財源）

法
人
町
民
税
の
伸
び
が
、

　
　
　
　
　
町
財
政
を
支
え
る

平成２６年度決算を認定
一般会計歳入決算額 ８５億４４５７万円

（前年比９億７３７７万円増）

　９月定例会を、９月１日から２５日までの２５日間の会期で開催しました。

○町提出（１３議案）　　特定個人情報保護条例の制定や補正予算、昨年度の決算認定など
　　採決の結果　[賛成多数]　老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の改正、
　　　　　　　　　　　　　  今年度の一般会計補正予算、昨年度の決算認定等の４議案
　　　　　　　　[全会一致]　他の９議案

○請願及び陳情　　　　　採決の結果　[採　　択]　請願１件及び陳情２件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　[聞きおく]　陳情１件

○議員提出議案及び　　　採決の結果　[賛成多数]　１議案
　委員会提出議案　　　　　　　　　　[全会一致]　４議案

（関連記事　Ｐ６）

一般質問では、７議員が町政全般にわたり質問しました。

■税目別収入の比較

固定資産税
0
5
10
15
20
25
30

個人町民税 法人町民税

（単位：億円）

26年度決算額
25年度決算額
19年度決算額（参考）

19年度は、過去最高
の法人町民税の収入
年度となります。

町税 64.9%
55億4599万円

国庫支出金 8.9%
7億5834万円

県支出金 4.8%
4億1568万円

地方消費税交付金 4.7%
4億305万円

繰入金 4.1%
3億4763万円

諸収入 3.3%
2億7994万円

繰越金 2.6%
2億2096万円

町債 1.5%
1億3000万円

分担金及び負担金 1.2%
1億706万円

その他 4%
3億3592万円
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歳出
（使いみち）

決
算
額
増
額
の
主
な
要
因

は
、歳
入
で
は
、法
人
町
民
税

が
約
３
億
１
千
万
円（
前
年

対
比
３
２
．５
％
）増
加
し
た

こ
と
で
、電
気
・
輸
送
用
機
械

器
具
や
金
属
製
品
の
製
造
業

を
中
心
に
業
績
が
好
調
だ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、教
育
費
が
約
１1

億
円（
前
年
対
比
１
３
４
．１

％
）増
加
し
た
こ
と
で
、中
央

公
民
館
耐
震
補
強
改
修
、小

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
更
新
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

一般会計歳出決算額 ８２億８６４９万円
（前年比９億３６６５万円増）

会　計　名
一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
公共下水道事業
後期高齢者医療
農業集落家庭排水事業
土 地 取 得
社 本 育 英 事 業
国 際 交 流 事 業
小 計
合 計

歳入決算額
85億4457万円
21億 230万円
9億8269万円
7億8485万円
2億1536万円
2746万円
2059万円
1944万円
561万円

41億5830万円
127億 287万円

歳出決算額
82億8649万円
20億7388万円
9億6239万円
7億8485万円
2億1518万円
2746万円
827万円
1070万円
561万円

40億8834万円
123億7483万円

差引額
2億5808万円
2842万円
2030万円

0万円
18万円
0万円

1232万円
874万円
0万円

6996万円
3億2804万円

特
　
別
　
会
　
計

■平成26年度会計別歳入・歳出決算額 ■財政分析指標の推移

財政力指数とは、地方自治体の財政力を示す
指数。過去3年間の平均で1未満になると、交付
団体となります。

民生費 30.0%
24億8705万円

教育費 23.1%
19億1810万円

総務費 15.7%
12億9703万円

土木費 10.5%
8億6976万円

衛生費 8.1%
6億7498万円

消防費 5.1%
4億2557万円

公債費 2.9%
2億3756万円

議会費 1.7%
1億3908万円

農業費 1.4%
1億1763万円

商工費 1.4%
1億1556万円

労働費 0.1%
417万円

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合もあります。

一般会計

特別会計

合　計

残高

残高

残高

32億5852万円

6億3882万円

38億9734万円

基金（預金）
一般会計

特別会計

合　計

（下水道）

（前年比　2億6258万円減）（前年比　1億5393万円増）

残高

残高

残高

27億4938万円

38億  161万円

65億5099万円

町債（借金）

ま
た
、財
政
分
析
指
標
は
、

引
き
続
き
健
全
な
状
態
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。

財政力指数
（単年度）

経常収支比率

実質収支比率

公債費比率

19年度
（参考）

1.61

61.2％

9.1％

1.7％

25年度

1.11

77.2％

3.7％

△1.1％

26年度

1.18

74.4％

3.6％

△1.4％
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問□ 問□

問□答□ 問□答□

問□問□

問□ 問□

答□答□

答□

答□答□

＊
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）
…
一
人
に
一
つ
ず

つ
指
定
さ
れ
る
１２
桁
の

番
号
。

＊
個
人
情
報
…
氏
名
、生

年
月
日
等
で
、特
定
の

個
人
を
識
別
で
き
る
も

の
。

＊
特
定
個
人
情
報
…
個
人

番
号
が
含
ま
れ
た
個
人

情
報
。

特
定
個
人
情
報
保
護
条
例

条
例
の
制
定・改
正

特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
新
た
に
定
め
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

議案質疑、総務建設及び
文教福祉の各常任委員会
での主な質疑を掲載します。

特
定
個
人
情
報
と
し
て

扱
う
の
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
決

め
ら
れ
た
使
用
用
途
の
も
の

の
他
、法
に
反
し
な
い
範
囲

で
各
自
治
体
が
条
例
で
定
め

た
業
務
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
。そ
の
業
務
に
個
人
番
号

が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
特
定
個

人
情
報
に
な
る
。町
が
使
う

特
定
個
人
情
報
は
、現
在
の

と
こ
ろ
、具
体
的
に
示
せ
る

状
況
に
は
な
い
。

認
知
症
や
単
身
の
障
が

い
者
の
方
に
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

成
年
後
見
人
が
い
る
場

合
は
そ
の
方
に
、い
な
い
場

合
は
家
族
や
生
計
を
共
に
し

て
い
る
方
に
説
明
す
る
。

住
民
に
制
度
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、よ
り
周
知
が
必

要
で
は
。

町
広
報
８
月
号
及
び
９

月
号
で
２
ペ
ー
ジ
の
特
集
を

組
ん
で
Ｐ
Ｒ
し
た
。今
後
も

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
広

報
に
努
め
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
生

き
が
い
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
区
分
し
、指
定
管
理
者
が

行
う
業
務
の
範
囲
を
明
確

に
す
る
。

近
隣
で
は
、年
齢
に
よ
っ

て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風

呂
を
無
料
に
し
て
い
る
市
町

も
あ
る
。な
ぜ
町
は
有
料
か
。

利
用
者
の
負
担
に
よ
り

施
設
の
運
営
を
支
え
る
と
い

う
考
え
方
の
た
め
、有
料
と

し
て
い
る
。

　

利
用
料
は
無
料
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、町
と
し
て

は
、他
市
町
が
無
料
だ
か
ら

町
も
無
料
に
し
よ
う
と
い
う

消
耗
戦
に
は
し
た
く
な
い
。

施
設
利
用
者
が
増
え
て
き
て

い
る
中
、風
呂
の
み
で
な
く
、

施
設
全
体
の
管
理
運
営
で
考

え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

平
成
２７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

【
法
人
町
民
税
】

決
算
が
黒
字
の
法
人
は
。

町
内
に
は
約
６
５
０
の

法
人
が
あ
る
。決
算
期
が
異
な

る
た
め
抽
出
が
難
し
い
が
、平

成
２６
年
度
に
法
人
税
割
を
支

払
っ
て
い
る
法
人
を
黒
字
と

す
る
な
ら
２
８
７
社
で
あ
る
。

【
温
水
プ
ー
ル
の
ボ
イ
ラ
ー
更

新
工
事
費
等
】

ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
工
事

の
際
、温
水
プ
ー
ル
の
営
業
が

止
ま
る
こ
と
は
あ
る
か
。

１２
月
１４
日
以
降
の
水
の

入
れ
換
え
時
期
に
施
工
し
、

プ
ー
ル
営
業
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
す
る
。

「
中
学
校
の
卒
業
式
な

ど
に
使
用
す
る
ひ
な
壇
」「
温

水
プ
ー
ル
の
ボ
イ
ラ
ー
更
新

工
事
」「
中
央
公
民
館
冷
暖

房
機
保
守
点
検
委
託
料
」等
、

全
体
で
３
千
万
円
を
超
え
る

補
正
予
算
額
で
あ
る
。本
来

は
当
初
予
算
で
措
置
す
べ
き

案
件
で
は
。

当
初
予
算
の
案
件
で
あ

る
と
考
え
る
が
、利
用
者
や

子
ど
も
の
安
全
を
考
え
、補

正
予
算
で
対
応
し
た
。

安
全
を
考
え
る
の
な
ら
、

切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
で
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、機
械
の
耐

用
年
数
等
を
考
慮
し
、早
め

早
め
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

予
備
費

で
の
対
応
も

考
え
た
が
、

議
会
に
説
明

す
べ
き
と
判

断
し
補
正
予

算
で
計
上
し

た
。
予
算
措

置
に
当
た
っ

て
は
後
手
に

回
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い

き
た
い
。

【
国
民
健
康
保
険
】

複
数
の
病
院
で
同
じ
薬

を
処
方
・
服
用
し
、調
子
を
崩

す
方
も
い
る
。医
療
費
抑
制

の
注
意
喚
起
も
必
要
で
は
。

２６
年
度
か
ら
、一
定
の

要
件
に
該
当
し
た
方
に
対
し
、

先
発
医
薬
品
を
後
発
医
薬
品

に
切
り
替
え
た
場
合
の
差
額

通
知
を
し
て
い
る
。

【
介
護
保
険
】

介
護
を
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
る
。今
後
、介
護
予
防

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

国
の
モ
デ
ル
事
業
「
地

域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防

推
進
支
援
事
業
」に
手
を
あ

げ
た
。岡
山
県
津
山
市
の
職

員
を
広
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

招
き
、手
や
足
に
お
も
り
を

つ
け
て
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
る

体
操
を
、さ
つ
き
地
区
、豊
田

地
区
で
試
行
し
、介
護
予
防

を
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

【
歳
入
】税

の
時
効
は
何
年
か
。

滞
納
に
対
す
る
差
押
え
の
実

績
は
。時

効
は
５
年
で
あ
る
。

差
押
え
は
３２
件
行
っ
た
。

【おもて面】
１1月以降、郵送される通知カード（出典：総務省）

税
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
、借
金
の
た
め
多
重
債
務

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

相
談
窓
口
へ
繋
げ
て
ほ
し
い
。

納
税
相
談
で
は
債
務
の

話
も
聞
き
取
り
し
な
が
ら
、

１
年
程
度
で
納
税
が
完
了
す

る
よ
う
話
を
し
て
い
る
。多

重
債
務
相
談
は
月
１
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
侵
さ
な
い
範
囲
で
案
内
し

て
い
く
。

【
歳
出
】コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗

客
数
の
状
況
は
。

毎
日
運
行
便
、土
・日
曜

日
の
乗
客
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。朝
夕
の
便
で
は
、一
部

企
業
の
通
勤
形
態
の
変
更
に

よ
り
町
負
担
額
が
増
加
し
た
。

バ
ス
サ
ポ
ー
ト
隊
と
協
働
し

な
が
ら
乗
客
数
の
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

給
食
の
残
菜
量
は
、県

と
比
較
し
て
ど
う
か
。

県
の
残
菜
量
平
均
値

は
小
学
校
５
．５
％
、中
学
校

４
．２
％
。そ
れ
に
対
し
、町

は
小
学
校
１
０
．１
％
、中
学

校
８
．０
％
で
、い
ず
れ
も
残

菜
量
が
多
い
状
況
に
あ
る
。

献
立
委
員
会
等
で
栄
養
士
と

反
省
点
を
指
摘
し
、で
き
る

だ
け
子
ど
も
に
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
献
立
を
検
討
し

て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
池
の
利
用
者

数
の
推
移
と
今
後
は
。

平
成
２３
年
度
は
７
２
７

人
、２４
年
度
は
５
０
０
人
、２５

年
度
は
６
１
４
人
、２６
年
度

は
３
９
４
人
で
減
少
傾
向
に

あ
る
。ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
は

賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
、当

面
は
現
行
の
形
態
で
利
用
し

て
い
く
が
、今
後
の
有
効
利

用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。
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問□

問□

問□答□

答□問□答□

答□

答□

答□

＊
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）
…
一
人
に
一
つ
ず

つ
指
定
さ
れ
る
１２
桁
の

番
号
。

＊
個
人
情
報
…
氏
名
、生

年
月
日
等
で
、特
定
の

個
人
を
識
別
で
き
る
も

の
。

＊
特
定
個
人
情
報
…
個
人

番
号
が
含
ま
れ
た
個
人

情
報
。

温水プールのボイラー（更新するのは右側）

特
定
個
人
情
報
と
し
て

扱
う
の
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
決

め
ら
れ
た
使
用
用
途
の
も
の

の
他
、法
に
反
し
な
い
範
囲

で
各
自
治
体
が
条
例
で
定
め

た
業
務
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
。そ
の
業
務
に
個
人
番
号

が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
特
定
個

人
情
報
に
な
る
。町
が
使
う

特
定
個
人
情
報
は
、現
在
の

と
こ
ろ
、具
体
的
に
示
せ
る

状
況
に
は
な
い
。

認
知
症
や
単
身
の
障
が

い
者
の
方
に
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

成
年
後
見
人
が
い
る
場

合
は
そ
の
方
に
、い
な
い
場

合
は
家
族
や
生
計
を
共
に
し

て
い
る
方
に
説
明
す
る
。

住
民
に
制
度
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、よ
り
周
知
が
必

要
で
は
。

町
広
報
８
月
号
及
び
９

月
号
で
２
ペ
ー
ジ
の
特
集
を

組
ん
で
Ｐ
Ｒ
し
た
。今
後
も

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
広

報
に
努
め
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
生

き
が
い
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
区
分
し
、指
定
管
理
者
が

行
う
業
務
の
範
囲
を
明
確

に
す
る
。

近
隣
で
は
、年
齢
に
よ
っ

て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風

呂
を
無
料
に
し
て
い
る
市
町

も
あ
る
。な
ぜ
町
は
有
料
か
。

利
用
者
の
負
担
に
よ
り

施
設
の
運
営
を
支
え
る
と
い

う
考
え
方
の
た
め
、有
料
と

し
て
い
る
。

　

利
用
料
は
無
料
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、町
と
し
て

は
、他
市
町
が
無
料
だ
か
ら

町
も
無
料
に
し
よ
う
と
い
う

消
耗
戦
に
は
し
た
く
な
い
。

施
設
利
用
者
が
増
え
て
き
て

い
る
中
、風
呂
の
み
で
な
く
、

施
設
全
体
の
管
理
運
営
で
考

え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

平
成
２７
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

【
法
人
町
民
税
】

決
算
が
黒
字
の
法
人
は
。

町
内
に
は
約
６
５
０
の

法
人
が
あ
る
。決
算
期
が
異
な

る
た
め
抽
出
が
難
し
い
が
、平

成
２６
年
度
に
法
人
税
割
を
支

払
っ
て
い
る
法
人
を
黒
字
と

す
る
な
ら
２
８
７
社
で
あ
る
。

【
温
水
プ
ー
ル
の
ボ
イ
ラ
ー
更

新
工
事
費
等
】

ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
工
事

の
際
、温
水
プ
ー
ル
の
営
業
が

止
ま
る
こ
と
は
あ
る
か
。

１２
月
１４
日
以
降
の
水
の

入
れ
換
え
時
期
に
施
工
し
、

プ
ー
ル
営
業
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
す
る
。

「
中
学
校
の
卒
業
式
な

ど
に
使
用
す
る
ひ
な
壇
」「
温

水
プ
ー
ル
の
ボ
イ
ラ
ー
更
新

工
事
」「
中
央
公
民
館
冷
暖

房
機
保
守
点
検
委
託
料
」等
、

全
体
で
３
千
万
円
を
超
え
る

補
正
予
算
額
で
あ
る
。本
来

は
当
初
予
算
で
措
置
す
べ
き

案
件
で
は
。

当
初
予
算
の
案
件
で
あ

る
と
考
え
る
が
、利
用
者
や

子
ど
も
の
安
全
を
考
え
、補

正
予
算
で
対
応
し
た
。

安
全
を
考
え
る
の
な
ら
、

切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
で
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、機
械
の
耐

用
年
数
等
を
考
慮
し
、早
め

早
め
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問□

答□ 問□ 答□ 問□
平
成
２6
年
度

一
般
会
計・特
別

会
計
決
算
認
定

予
備
費

で
の
対
応
も

考
え
た
が
、

議
会
に
説
明

す
べ
き
と
判

断
し
補
正
予

算
で
計
上
し

た
。
予
算
措

置
に
当
た
っ

て
は
後
手
に

回
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い

き
た
い
。

【
国
民
健
康
保
険
】

複
数
の
病
院
で
同
じ
薬

を
処
方
・
服
用
し
、調
子
を
崩

す
方
も
い
る
。医
療
費
抑
制

の
注
意
喚
起
も
必
要
で
は
。

２６
年
度
か
ら
、一
定
の

要
件
に
該
当
し
た
方
に
対
し
、

先
発
医
薬
品
を
後
発
医
薬
品

に
切
り
替
え
た
場
合
の
差
額

通
知
を
し
て
い
る
。

【
介
護
保
険
】

介
護
を
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
る
。今
後
、介
護
予
防

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

国
の
モ
デ
ル
事
業
「
地

域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防

推
進
支
援
事
業
」に
手
を
あ

げ
た
。岡
山
県
津
山
市
の
職

員
を
広
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

招
き
、手
や
足
に
お
も
り
を

つ
け
て
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
る

体
操
を
、さ
つ
き
地
区
、豊
田

地
区
で
試
行
し
、介
護
予
防

を
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

【
歳
入
】税

の
時
効
は
何
年
か
。

滞
納
に
対
す
る
差
押
え
の
実

績
は
。時

効
は
５
年
で
あ
る
。

差
押
え
は
３２
件
行
っ
た
。

バス停ベンチを作るバスサポート隊のメンバ―

税
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
、借
金
の
た
め
多
重
債
務

と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

相
談
窓
口
へ
繋
げ
て
ほ
し
い
。

納
税
相
談
で
は
債
務
の

話
も
聞
き
取
り
し
な
が
ら
、

１
年
程
度
で
納
税
が
完
了
す

る
よ
う
話
を
し
て
い
る
。多

重
債
務
相
談
は
月
１
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
侵
さ
な
い
範
囲
で
案
内
し

て
い
く
。

【
歳
出
】コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗

客
数
の
状
況
は
。

毎
日
運
行
便
、土
・日
曜

日
の
乗
客
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。朝
夕
の
便
で
は
、一
部

企
業
の
通
勤
形
態
の
変
更
に

よ
り
町
負
担
額
が
増
加
し
た
。

バ
ス
サ
ポ
ー
ト
隊
と
協
働
し

な
が
ら
乗
客
数
の
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

給
食
の
残
菜
量
は
、県

と
比
較
し
て
ど
う
か
。

県
の
残
菜
量
平
均
値

は
小
学
校
５
．５
％
、中
学
校

４
．２
％
。そ
れ
に
対
し
、町

は
小
学
校
１
０
．１
％
、中
学

校
８
．０
％
で
、い
ず
れ
も
残

菜
量
が
多
い
状
況
に
あ
る
。

献
立
委
員
会
等
で
栄
養
士
と

反
省
点
を
指
摘
し
、で
き
る

だ
け
子
ど
も
に
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
献
立
を
検
討
し

て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
池
の
利
用
者

数
の
推
移
と
今
後
は
。

平
成
２３
年
度
は
７
２
７

人
、２４
年
度
は
５
０
０
人
、２５

年
度
は
６
１
４
人
、２６
年
度

は
３
９
４
人
で
減
少
傾
向
に

あ
る
。ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
は

賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
、当

面
は
現
行
の
形
態
で
利
用
し

て
い
く
が
、今
後
の
有
効
利

用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。



　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、な
り
す
ま
し
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
完

全
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
不
可
能
で
あ
る
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
件
か
ら
も
明
ら
か
で
、一度
情
報

が
漏
れ
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。町
は
制

度
の
利
用
を
延
期
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　

個
人
番
号
が
利
用
で
き
る
業
務
や
取
扱
者

は
法
で
規
定
さ
れ
、違
反
者
に
は
罰
則
が
あ

る
。個
人
番
号
を
含
ん
だ
特
定
個
人
情
報
の
適

正
か
つ
安
全
な
取
扱
い
を
定
め
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、制
度
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に

条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
は
国
費
が
３
４

０
０
億
円
に
の
ぼ
り
、今
後
、ど
の
程
度
維
持
費

が
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
。中
小
企
業
の
経
営

も
圧
迫
し
、制
度
を
肥
大
化
さ
せ
て
も
国
民
の

福
祉
は
よ
く
な
ら
な
い
。町
は
制
度
の
利
用
を

延
期
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

吉
田
　
正

伊
藤
　
浩

特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

　

消
費
税
増
税
は
や
め
て
ほ
し
い
。公
共
料

金
が
値
上
げ
さ
れ
る
一
方
で
、中
小
企
業
の
多

く
は
賃
上
げ
で
き
ず
、個
人
消
費
も
伸
び
な

い
。子
育
て
支
援
、障
が
い
者
へ
の
助
成
、巡
回

バ
ス
、図
書
館
建
設
、給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

問
題
を
指
摘
し
反
対
。

反
対
討
論

吉
田
　
正

　

近
隣
市
町
の
風
呂
は
無
料
に
も
か
か
わ
ら

ず
、町
は
有
料
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
は
、高
齢
者
を

大
切
に
し
て
、無
理
の
な
い
生
活
の
維
持
に
必

要
で
あ
り
、町
は
料
金
を
無
料
に
す
べ
き
で
あ

る
。 反

対
討
論

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
開
設
以
来
、世
代
を

超
え
た
交
流
や
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

み
、日
々
、地
域
の
人
が
集
い
、利
用
者
の
方
々

の
一部
負
担
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
施
設
で

あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

伊
藤
　
浩

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
及
び
議
会
の
責
務
の
一つ
と
し
て
、行
政
施

策
の
安
定
的
な
継
続
が
あ
る
。補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
各
種
基
金
の
活
用
な
ど
の
姿
勢

を
高
く
評
価
す
る
。

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

賛
成
討
論

岡
　
孝
夫

　

住
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
計
画
的
に
取

り
組
み
、少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、将
来
に
繋
が
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
と
も
に
、各
分
野
で

適
正
か
つ
効
率
的
に
予
算
執
行
さ
れ
、適
切
に

処
理
さ
れ
て
い
る
。

賛
成
討
論

伊
藤
　
浩

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

自
動
車
関
係
諸
税
の
増
税
に
は
反
対
だ
が
、

消
費
税
増
税
に
も
反
対
の
立
場
で
あ
る
。社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
、法
人
税
を
減
税
し

て
消
費
税
を
増
税
し
、社
会
保
障
の
財
源
を
賄

う
も
の
で
あ
る
。自
動
車
関
係
諸
税
を
無
税
化

し
た
と
し
て
も
景
気
は
上
向
か
ず
、車
も
売
れ

な
い
。

反
対
討
論

吉
田
　
正

　

自
動
車
に
関
す
る
現
行
の
税
制
は
不
公
平

で
、所
有
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、早

い
段
階
で
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

賛
成
討
論

岡
　
孝
夫

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て
の
意
見
書

船

戸

吉

田

　

岡
　

酒

井

鈴

木

大

竹

伊

藤

柘

植

齊

木

大

島

丹
羽（
孝
）

宮

田

丹
羽（
勉
）

木

野

倉

知

結

果

議　　　員　　　名

議 　案 　名

特定個人情報保護条例の制定
老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
平成２７年度一般会計補正予算（第４号）
平成２６年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定

自動車関係諸税の簡素化・負担の軽減
についての意見書

○
○
○
○

○

×
×
×
×

×

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

可決
可決
可決
可決

可決
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議員提出
　議案

6

請
願
・
陳
情

【
請
願
】

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定・実
施
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充

を
求
め
る
請
願
書

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

請
願
者

　

尾
北
地
区
教
職
員
組
合

　

執
行
委
員
長　

瀬
上
圭
太　

他
８９
人

紹
介
議
員

　

岡　

孝
夫

【
陳
情
】

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

・
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減
し
、学

費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
市
町

村
独
自
の
授
業
料
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情
書

（
聞
き
お
く
）

陳
情
者

　

代
表　

土
居　

修

　

私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母
懇
談
会

　

会
長　

安
井
浩
樹

　

愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会

　

会
長　

中
川
初
枝

９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
１
件
の
請
願
、

３
件
の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会

で
審
査
し
ま
し
た

賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案 他の13議案は全員賛成で可決

（議長は裁決に加わらないため空白）

○＝賛成
×＝反対

討
論
が
あ
っ
た
5
議
案
の
審
議
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す



7議員が質問町政を問う町政を問う
一
般
質
問町政を問う町政を問う

地区の防犯灯数に差があり、夜間の安全に差
が出るのは問題。町の設置基準が必要では。
現時点では基準作成は考えていない。

平成２６年9月議会（丹羽　孝）
防犯灯の設置基準が必要では
問

答

人が判断しにくい落雷の予兆を察知し、落雷
警戒メールを配信する雷センサを導入するな
ど、落雷事故防止対策の検討を。
他市での検証結果や住民への周知方法も含
め、雷センサの導入に向けて検討していく。

平成２６年9月議会（柘植　満）

落雷予兆に雷センサの導入を
問

答

ど
う
な
っ
た

４か月の試行期間を終え、平成２７年８月
から雷センサの賃貸借契約を開始した。
各小中学校、体育協会等に情報を配信
し、年度内に活用方法等を協議していく。

行政区交付金を見直し、来年度から防犯
灯の設置、修繕等は町が全額負担する。
基準は、地域の状況を勘案し決めていく。

質問者の満足度

がんばれ

周辺環境に合わせた
バランスのよい設置基
準を期待しています。

大竹　伸一 　自主防災会　複数年任期の組織体制の確立を
　　　　　　　災害発生時　児童生徒の対応は
酒井　正宗 　役場本庁舎の太陽光発電の能力と設置時期は
　　　　　　　風力発電、マイクロ水車発電の検討は
丹羽　　孝 　固定資産評価シートの整備促進を
　　　　　　　選挙公報の発行を
吉田　　正　　国保税　所得が低いほど負担が重い
　　　　　　　マイナンバー　悪用されないか
岡　　孝夫　　フェイスブック等、ＳＮＳの活用は
　　　　　　　あいち森と緑づくり事業　民有地の緑化推進要綱の整備を
宮田　和美　　スマートフォン　小中学生の使用を禁止しては
　　　　　　　柿野橋下流側に歩道橋を
柘植　　満　　子ども読書通帳の導入を
　　　　　　　特定外来生物の駆除を

………………　Ｐ　８

………………　Ｐ　９

……………………………　Ｐ１０

…………………………　Ｐ１１

…………………………　Ｐ１２

……………　Ｐ１３

………………………………………　Ｐ１４

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）

一
　
般

質
　
問

質問者の満足度
よかったです。

にっこり

おおぐち議会だより　No.205
平成 27年11月1日発行7



複数年任期の組織体制の確立を
部長 複数年を担当する人材が必要

大
竹
伸
一

一
　
般

質
　
問

自
主
防
災
会
の
組
織

は
、一
部
を
除
き
各

区
の
役
員
で
構
成
さ
れ
、１

年
任
期
で
交
代
さ
れ
て
い

る
。役
員
以
外
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
、複
数
年
任

期
の
組
織
体
制
を
確
立
し
て

は
ど
う
か
。

自
主
防
災

会
の
組
織

を
区
の
役
員
が
兼
ね
る
の

は
、地
域
の
情
報
収
集
の
点

で
重
要
で
あ
る
が
、継
続
的

な
活
動
に
は
、複
数
年
防
災

を
担
当
す
る
人
材
が
必
要
で

あ
る
。

　

５
市
町
防
災
カ
レ
ッ
ジ
等

の
研
修
を
通
じ
て
、多
く
の

人
が
地
域
で
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

平
成
元
年
に
各
地
区

に
備
品
と
し
て
防
災

器
材
が
配
備
さ
れ
た
が
、そ

れ
ら
の
点
検
や
見
直
し
は
。

器
材
の
給

付
後
、
消

耗
品
の
交
換
や
補
充
は
自
主

防
災
会
の
設
備
補
助
と
し
て

行
政
区
交
付
金
の
中
で
行
っ

て
い
る
が
、町
は
管
理
状
況

ま
で
把
握
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、各
自
主
防
災
会
に

管
理
状
況
や
点
検
を
依
頼

し
、器
材
の
見
直
し
は
、そ
の

結
果
を
受
け
て
検
討
し
た

い
。

地
震
や
暴
風
警
報
等

発
令
時
の
児
童
生
徒

の
安
全
対
策
は
。

各
学
校
で

は
、年
度
初

め
に
保
護
者
に
対
し
、災
害

発
生
時
や
警
報
発
令
時
の
対

応
に
つ
い
て
書
面
で
お
知
ら

せ
し
、児
童
生
徒
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、児
童
生
徒
に
対
し

て
は
、災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
い
た
訓
練
や
防
災
教

育
を
通
し
て
指
導
し
て
い

る
。

災
害
時
は
、助
け
ら

れ
、助
け
合
う
と
い

う
自
立
精
神
の
包
容
が
欠
か

せ
な
い
。訓
練
を
通
し
た
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し

て
、防
災
学
習
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。中

学
校
の
避

難
訓
練
で
は
、

「
中
学
生
が
一
緒
に
避
難
す

る
小
学
生
の
手
を
握
り
し
め
、

車
い
す
の
老
人
を
必
死
に
押

し
、互
い
に
励
ま
し
合
っ
た
」

と
い
う「
釜
石
の
奇
跡
」と
呼

ば
れ
て
い
る
中
学
生
の
行
動

を
伝
え
た
。

　

引
き
続
き
、様
々
な
機
会

を
通
じ
て
、学
校
生
活
の
中

で
指
導
を
重
ね
て
い
く
。

大
竹

大
竹

大
竹

地
域
協
働
部
長

大
竹

地
域
協
働
部
長

生
涯
教
育
部
長

教
育
長

大竹伸一

児
童
生
徒
の
対
応
は

部
長 

訓
練
を
通
じ
て
安
全
確
保

自主防災会

災
害
発
生
時

おおぐち議会だより　No.205
平成 27年11月1日発行 8

丹羽消防署員の説明を受ける西小学校の児童

平成元年、配布された防災備品の目録



役
場
本
庁
舎
の
太
陽
光
発
電
の

能
力
と
設
置
時
期
は

部
長 

蓄
電
池
を
含
め
、28
年
1
月
下
旬
に
設
置

役
場
本
庁
舎
の
太
陽

光
発
電
の
能
力
と
設

置
時
期
は
。

庁
舎
屋
上

に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
６３
枚
設
置
す
る
。

発
電
能
力
は
１５　

で
、併
せ

て
２０　

の
蓄
電
池
を
設
置
、

平
成
２８
年
１
月
下
旬
に
設
置

完
了
予
定
で
あ
る
。

事
業
費
の
う
ち
補
助

金
は
ど
の
程
度
か
。

総
事
業
費

３
９
９
０
万

円
を
予
算
計
上
し
、環
境
省

か
ら
３
７
４
２
万
円
の
補
助

金
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
。

　

事
業
費
決
定
後
、交
付
額

は
変
更
す
る
が
、約
９３
％
の

補
助
金
を
見
込
ん
で
い
る
。

町
内
で
太
陽
光
発
電

設
置
済
み
の
施
設
は
。

資
源
リ
サ

イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、各
小
中
学
校
等
６

か
所
に
設
置
し
て
い
る
。

　

現
在
、中
央
公
民
館
や
北

保
育
園
で
施
工
中
、健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
は
２８
年
度
を
予

定
し
て
い
る
。

町
内
の
一
般
家
庭
の

太
陽
光
発
電
の
状
況

は
。

町
の
補
助

制
度
を
利

用
し
た
世
帯
で
は
、２６
年
度

末
現
在
で
、設
置
件
数
は
の

べ
４
１
２
件
で
あ
る
。

風
力
発
電
、マ
イ
ク
ロ

水
車
発
電
の
検
討
は
。

風
力
発
電

は
、
年
間

を
通
じ
て
必
要
な
風
量
が
確

保
で
き
る
地
域
で
な
く
、低

周
波
音
や
騒
音
の
被
害
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、建
設
に
は

適
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
水
車
発
電
は
、年

間
を
通
じ
て
安
定
し
た
水
量

が
確
保
で
き
る
河
川
・
水
路

が
な
く
、コ
ス
ト
に
見
合
う
だ

け
の
発
電
量
の
確
保
が
難
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。

南
小
学
校
に
風
車
と

太
陽
光
発
電
の
照
明

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、他

に
は
。

２４
年
度
に

町
内
企
業

で
あ
る
㈱
岡
谷
特
殊
鋼
セ
ン

タ
ー
よ
り
各
小
学
校
に
１
基

ず
つ
、太
陽
光
発
電
に
よ
る

照
明
灯
の
寄
付
を
い
た
だ
い

て
い
る
。水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
計
画
が
あ
る

と
聞
い
た
が
、そ
の
状
況
は
。

国
道
４１
号

沿
い
の
民

間
所
有
地
で
計
画
が
な
さ
れ

た
が
、設
置
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
の
補
助
金
・
助
成

金
は
。

ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
で
は
、住
宅
用
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
補
助
金
が

あ
る
。

酒
井

酒
井

酒
井

酒
井

酒
井

酒
井

酒
井

酒
井

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

産
業
建
設
部
長

総
務
部
長
　

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

一
　
般

質
　
問

酒
井
正
宗
風力発電、マイクロ水車発電の検討は
部長 環境・コスト面で難しい

酒井正宗

産
業
建
設
部
長

ｋｗ

ｋｗｈ
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丹
羽
　
孝

一
　
般

質
　
問

【
固
定
資
産
評
価
シ
ー
ト
】

道
路
の
老
朽
化
率

が
平
成
25
年
度
で

7
1
．5
％
と
高
い
の
は
な
ぜ

か
。

過
去
に
整

備
さ
れ
た

道
路
は
損
傷
す
れ
ば
修
繕
す

る
が
、現
状
復
旧
す
る
修
繕

は
、資
産
価
値
は
増
加
し
な

い
と
み
な
し
、「
資
産
」計
上

を
し
な
い
で「
修
繕
費
」に
仕

分
け
し
て
お
り
、老
朽
化
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

固
定
資
産
評
価
シ
ー

ト
と
リ
ン
ク
し
て
実

物
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
整

備
が
必
要
で
は
。道

路
の
管

理
は
修
繕

の
度
合
い
に
よ
っ
て
再
評
価

価
格
を
見
直
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。今
後
３
年

を
か
け
て
、評
価
・
管
理
方
法

な
ど
を
見
直
し
、道
路
台
帳

と
固
定
資
産
評
価
シ
ー
ト
が

リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
く
。

【
政
策
別
コ
ス
ト
情
報
】

「
行
政
経
営
計
画
書
」

「
決
算
に
係
る
主
要

施
策
の
成
果
報
告
書
」に
は

人
件
費
な
ど
が
入
っ
て
お
ら

ず
、各
事
業
の
行
政
コ
ス
ト
が

わ
か
ら
な
い
。政
策
別
の
行

政
コ
ス
ト
情
報
開
示
が
で
き

な
い
か
。

小
規
模
自

治
体
で
は

職
員
は
複
数
業
務
を
担
当
し

て
お
り
配
分
が
難
し
い
と
考

え
る
が
、ま
ず
は
職
員
が
普

段
か
ら
、自
分
の
コ
ス
ト
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
を
意
識
し

な
が
ら
職
務
に
当
た
る
習
慣

づ
け
か
ら
取
組
み
を
始
め

る
。

選
挙
で
投
票
率
の
低

下
が
止
ま
ら
な
い
。

町
の
見
解
は
。

居
住
地
域
へ

の
愛
着
度

が
高
い
と
投
票
率
も
高
い
。

情
報
公
開
の
充
実
に
よ
り
、

本
町
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い

町
へ
の
愛
着
を
高
め
、投
票

率
向
上
に
努
力
し
て
い
く
。

投
票
行
動
促
進
の
た

め
、投
票
所
ご
と
の

投
票
率
の
発
表
が
で
き
な
い

か
。

広
報
無
線

に
よ
り
、選

挙
当
日
分
を
投
票
啓
発
の
た

め
速
報
し
て
い
る
。期
日
前

投
票
を
含
め
た
投
票
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
町
全
体
を

載
せ
て
い
る
が
、投
票
所
ご

と
で
も
可
能
で
あ
る
た
め
今

後
検
討
す
る
。

選
挙
公
報
は
候
補
者

の
主
張
を
知
ら
せ
る

重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。県

知
事
選
で
も
有
効
な
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。本
町
で
選

挙
公
報
が
発
行
さ
れ
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

県
内
で
は

全
て
の
市
、

４
割
の
町
で
選
挙
公
報
が
発

行
さ
れ
て
い
る
。有
用
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、時
間
的

な
余
裕
が
な
く
発
行
し
て
い

な
い
。発
行
し
て
い
る
他
町

の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
。

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹
羽

丹羽　孝

固定資産評価シートの整備促進を
部長 3年をかけ整備をする

選
挙
公
報
の
発
行
を

部
長 

有
用
性
は
認
識
し
て
い
る

町有資産管理

投
票
率
ア
ッ
プ
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所
得
が
低
い
ほ
ど
負
担
が
重
い

参
事 
認
識
し
て
い
る

国
保
税

所
得
が
低
い
ほ
ど
、

重
い
税
負
担
と
な
っ

て
い
る
認
識
は
あ
る
の
か
。

国
保
加
入

者
の
所
得

水
準
は
、年
間
所
得
２
０
０

万
円
以
下
の
世
帯
が
約
７
割

と
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
税
の
負
担
割
合
を
試

算
す
る
と
、所
得
１
０
０
万

円
で
１
３
．８
％
、同
４
０
０

万
円
で
９
％
と
な
り
、所
得

が
低
い
ほ
ど
、税
負
担
が
高

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

国
に
対
し
て
、国
庫

負
担
を
増
額
す
る
よ

う
に
求
め
て
ほ
し
い
。

定
率
国
庫

負
担
金
は

当
初
４０
％
だ
っ
た
が
、平
成
２４

年
度
か
ら
３２
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

３０
年
度
か
ら
の
国
保
運
営

の
都
道
府
県
化
に
伴
い
、国

と
地
方
で
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、加
入
者
の
高
齢
化

に
よ
り
国
保
財
政
が
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、国
費
の
更
な
る
支
援
を

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
人
数
が
増

え
て
も
、国
保
税
が

増
え
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

現
在
、
国

保
の
医
療

制
度
改
革
の
中
で
、国
と
地

方
３
団
体
に
よ
り
、子
ど
も

に
対
す
る
均
等
割
の
軽
減
措

置
の
導
入
が
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、結
論
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

「
な
り
す
ま
し
」に
よ

る
事
件
は
防
ぐ
こ
と

は
で
き
な
い
。住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
で
の「
な
り
す
ま

し
」は
平
成
２１
年
か
ら
２４
年

ま
で
に
全
国
で
１
０
３
件
も

起
き
て
い
る
。

個
人
番
号

カ
ー
ド
の

交
付
は
、病
気
な
ど
の
理
由

が
あ
る
方
を
除
き
、申
請
者

本
人
に
来
て
い
た
だ
く
。

　

そ
の
際
は
、必
要
書
類
の

他
、本
人
確
認
と
し
て
、運
転

免
許
証
、旅
券
な
ど
の
顔
写

真
付
き
の
証
明
書
類
の
提
示

を
求
め
、そ
れ
ら
が
な
い
方

は
、氏
名
や
生
年
月
日
、住
所

の
記
載
さ
れ
た
保
険
証
、年

金
手
帳
な
ど
を
２
点
提
示
い

た
だ
い
た
上
で
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。ま
た
、写
真

に
疑
義
が
あ
る
場
合
に
、同

一
人
物
か
判
定
で
き
る
顔
認

証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定

し
て
い
る
。

　
「
な
り
す
ま
し
」を
防
ぐ
に

は
、個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
時
の
窓
口
対
応
が
重
要
と

な
る
。本
人
確
認
を
厳
格
に

行
う
よ
う
職
員
に
徹
底
す
る

と
と
も
に
、カ
ー
ド
交
付
を

申
請
さ
れ
る
方
に
は
、本
人

確
認
を
行
う
必
要
性
を
理

解・協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
対

応
す
る
。

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

健
康
福
祉
部
参
事

一
　
般

質
　
問

吉
田
　
正

健
康
福
祉
部
参
事

健
康
福
祉
部
参
事

健
康
福
祉
部
参
事

吉田　正

悪用されないか
参事 本人確認を徹底する

マイナンバー
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フェイスブック等、
ＳＮＳの活用は
総務部長 セキュリティー対策が必要、慎重に検討する

岡
　
孝
夫

一
　
般

質
　
問

「
ｉ
広
報
紙
」に
よ
る
情

報
発
信
は
で
き
な
い
か
。

「
ｉ
広
報
紙

」に
は
様
々

な
利
用
方
法
が
あ
り
、町
内

を
始
め
他
市
町
村
の
方
に
本

町
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た

だ
く
上
で
便
利
に
活
用
い
た

だ
け
る
と
考
え
る
。

　

情
報
発
信
の
技
術
は
進
化

し
続
け
て
お
り
、ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
効
率
よ
く

情
報
伝
達
で
き
る
か
を
含
め
、

検
討
し
た
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発

信
は
で
き
な
い
か
。フ

ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
は
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
発
信
で

き
る
有
効
な
手
段
だ
が
、ア

カ
ウ
ン
ト
の
乗
っ
取
り
防
止

等
、公
的
に
利
用
す
る
に
は

万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
町
の
中
型
バ
ス
の
ロ
ゴ

に
あ
る「
ハ
イ
テ
ク
」の

４
文
字
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
を

損
ね
て
い
な
い
か
。

　

ま
た
、中
型
バ
ス
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
同
様
、広
告
媒
体

と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

中
型
バ
ス
の

外
観
は
、平

成
１０
年
の
購
入
当
時
の
ま
ま

で
あ
る
。

　
「
ハ
イ
テ
ク
」の
ロ
ゴ
は
、若

干
時
代
遅
れ
の
感
は
あ
る
が
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
ね
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

中
型
バ
ス
へ
の
広
告
掲
載

は
、側
面
な
ど
へ
の
有
料
広
告

掲
載
が
維
持
管
理
費
の
一
部

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
全
体（
個
人・法
人
）で
、

今
ま
で
に
支
払
っ
た「
あ

い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」の

税
額
、今
後
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
税
額
は
。

個
人
分
は
、

平
成
２１
年

度
か
ら
本
年
度
ま
で
の
７
年

間
で
３
９
７
６
万
円
を
支
払

っ
て
い
る
。３０
年
度
ま
で
課
税

さ
れ
る
た
め
、試
算
で
は
今

後
３
年
間
で
１
７
６
３
万
円

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　

法
人
分
は
、法
人
県
民
税

申
告
時
、
均
等
割
に
そ
の

5
%
相
当
額
を
加
算
し
、県
へ

納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、税
額
は
把
握
し
て
い
な
い
。

こ
の
事
業
は
、民
有
地
の

緑
化
推
進
に
も
活
用
で

き
る
が
、そ
の
た
め
の
要
綱
を

整
備
し
て
い
な
い
市
町
村
は

ど
こ
か
。

県
内
で
は
、

１５
市
町
村

が
要
綱
を
整
備
し
て
い
な

い
。

要
綱
は
今
後
、整
備
し
て

い
く
の
か
。

民
有
地
の

緑
化
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、２８
年
４
月

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、要

綱
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

総
務
部
長
　

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

岡

岡

岡

岡岡

岡

岡　孝夫
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小
中
学
生
の
使
用
を
禁
止
し
て
は

教
育
長 
禁
止
で
は
な
く
、マ
ナ
ー
教
育
に
力
を
入
れ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

メ
ー
ル
等
の
や
り
取

り
で
返
事
を
し
な
い

と
仲
間
外
れ
に
な
る
よ
う
な

ス
マ
ホ
の
扱
い
を
見
過
ご
し

て
い
て
い
い
か
。

各
小
中
学

校
で
は
、ス

マ
ホ
の
利
用
を
は
じ
め
と
す

る
情
報
モ
ラ
ル
指
導
を
重
点

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、高

学
年
を
中
心
に
、携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性

を
学
び
理
解
を
深
め
さ
せ
、

「
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
」な
ど

が
起
き
な
い
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

　

中
学
校
で
は
、入
学
説
明

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
ス
マ
ホ

等
の
利
用
、情
報
モ
ラ
ル
に
対

し
、保
護
者
の
理
解
と
連
携

協
力
を
求
め
て
い
る
。

生
徒
、教
員
、保
護
者
、

教
育
委
員
会
で
話
し

合
う
機
会
を
つ
く
り
、正
し
い

利
用
を
指
導
、夜
の
ス
マ
ホ
利

用
を
禁
止
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
と
し
て
は
今

す
ぐ
禁
止
で
は

な
く
、マ
ナ
ー
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　

昨
年
作
成
し
た「
子
育
て

１０
か
条
」で
は
、ス
マ
ホ
、ゲ
ー

ム
等
に
関
し
、家
庭
で
の
ル
ー

ル
づ
く
り
を
勧
め
た
。子
ど

も
が
納
得
し
た
上
で
ル
ー
ル

を
守
る
よ
う
な
働
き
か
け
が

大
切
で
あ
る
。特
に
、中
学
校

で
は
、生
徒
自
ら
が
主
体
的

に
考
え
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

国
道
４１
号
に
接
続
す

る
町
道
野
合
線
に
は

右
折
帯
が
な
く
、朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
、非
常
に
渋
滞
す
る
。

野
合
線
に
右
折
帯
を
整
備
で

き
な
い
か
。

朝
夕
の
ピ

ー
ク
時
、

野
合
線
か
ら
国
道
４１
号
へ
流

出
す
る
車
両
の
う
ち
約
３
割

が
犬
山
方
面
へ
右
折
す
る
。

　

交
差
点
付
近
に
は
店
舗
及

び
工
場
が
隣
接
し
て
い
る
た

め
、す
ぐ
に
道
路
用
地
を
確

保
し
て
拡
幅
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

合
瀬
川
に
架
か
る
柿

野
橋
の
上
流
側
に
は

歩
道
橋
が
あ
り
、小
学
生
や

通
勤
者
が
利
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、何
度
も
横
断
歩
道

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

下
流
側
に
歩
道
橋
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

国
道
４１
号
の
６
車
線

化
に
向
け
、野
合
線

を
含
め
、他
の
国
道
と
接
続

す
る
町
道
の
交
差
点
や
周
辺

整
備
に
つ
い
て
は
、国
道
事
務

所
や
警
察
な
ど
と
協
議
を
重

ね
て
進
め
、包
括
的
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

必
要
が
あ
る
。

「
ｉ
広
報
紙
」に
よ
る
情

報
発
信
は
で
き
な
い
か
。

「
ｉ
広
報
紙

」に
は
様
々

な
利
用
方
法
が
あ
り
、町
内

を
始
め
他
市
町
村
の
方
に
本

町
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た

だ
く
上
で
便
利
に
活
用
い
た

だ
け
る
と
考
え
る
。

　

情
報
発
信
の
技
術
は
進
化

し
続
け
て
お
り
、ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
効
率
よ
く

情
報
伝
達
で
き
る
か
を
含
め
、

検
討
し
た
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発

信
は
で
き
な
い
か
。フ

ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
は
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
発
信
で

き
る
有
効
な
手
段
だ
が
、ア

カ
ウ
ン
ト
の
乗
っ
取
り
防
止

等
、公
的
に
利
用
す
る
に
は

万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
町
の
中
型
バ
ス
の
ロ
ゴ

に
あ
る「
ハ
イ
テ
ク
」の

４
文
字
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
を

損
ね
て
い
な
い
か
。

　

ま
た
、中
型
バ
ス
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
同
様
、広
告
媒
体

と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

中
型
バ
ス
の

外
観
は
、平

成
１０
年
の
購
入
当
時
の
ま
ま

で
あ
る
。

　
「
ハ
イ
テ
ク
」の
ロ
ゴ
は
、若

干
時
代
遅
れ
の
感
は
あ
る
が
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
ね
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

中
型
バ
ス
へ
の
広
告
掲
載

は
、側
面
な
ど
へ
の
有
料
広
告

掲
載
が
維
持
管
理
費
の
一
部

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
全
体（
個
人・法
人
）で
、

今
ま
で
に
支
払
っ
た「
あ

い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」の

税
額
、今
後
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
税
額
は
。

個
人
分
は
、

平
成
２１
年

度
か
ら
本
年
度
ま
で
の
７
年

間
で
３
９
７
６
万
円
を
支
払

っ
て
い
る
。３０
年
度
ま
で
課
税

さ
れ
る
た
め
、試
算
で
は
今

後
３
年
間
で
１
７
６
３
万
円

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　

法
人
分
は
、法
人
県
民
税

申
告
時
、
均
等
割
に
そ
の

5
%
相
当
額
を
加
算
し
、県
へ

納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、税
額
は
把
握
し
て
い
な
い
。

こ
の
事
業
は
、民
有
地
の

緑
化
推
進
に
も
活
用
で

き
る
が
、そ
の
た
め
の
要
綱
を

整
備
し
て
い
な
い
市
町
村
は

ど
こ
か
。

県
内
で
は
、

１５
市
町
村

が
要
綱
を
整
備
し
て
い
な

い
。

要
綱
は
今
後
、整
備
し
て

い
く
の
か
。

民
有
地
の

緑
化
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、２８
年
４
月

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、要

綱
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

宮
田

宮
田

宮
田

町
長

宮
田

産
業
建
設
部
長

一
　
般

質
　
問

宮
田
和
美

柿野橋下流側に歩道橋を
町長 国道４１号の６車線化に向け、包括的に
　　考えていく

生
涯
教
育
部
長

教
育
長

宮田和美
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子ども読書通帳の導入を
部長 実施に向けて検討している

柘
植
　
満

一
　
般

質
　
問

「
子
ど
も
読
書
通
帳
」

は
、借
り
た
本
の
履

歴
を
残
す
こ
と
に
よ
り
、読

書
に
挑
戦
し
、読
書
意
欲
を

高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

財
政
負
担
を
抑
え
た
も
の
も

あ
る
。導
入
へ
の
考
え
は
。

専
用
機
械

を
使
っ
て

記
帳
す
る
読
書
通
帳
は
全
国

で
約
１０
団
体
が
導
入
し
て
い

る
。専
用
機
械
の
導
入
に
約

５
０
０
万
円
、年
間
維
持
費

に
１０
数
万
円
必
要
と
な
る
。

手
書
き
や
シ
ー
ル
を
張
る
簡

易
な
通
帳
は
県
内
で
１０
団
体

が
導
入
し
て
い
る
。

　

現
在
、図
書
館
で
は
、読
書

通
帳
の
実
施
に
向
け
て
、よ

り
よ
い
も
の
を
検
討
し
て
い

る
。

特
定
外
来
生
物
に
よ

る
生
態
系
の
被
害
は

大
き
い
。オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

は
繁
殖
力
が
強
く
、植
物
の

生
態
系
の
生
息
域
を
奪
っ
て

い
る
。

　

自
治
体
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
の
環
境
の
取
組
み
と

し
て
駆
除
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、町
の
考
え
は
。

「
身
近
な

場
所
に
外

来
種
が
増
え
て
い
る
」「
駆

除
活
動
の
重
要
性
を
知
る
」

と
い
う
環
境
の
側
面
か
ら
は

意
義
の
あ
る
取
組
み
だ
と
考

え
る
。

　

し
か
し
、繁
殖
範
囲
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

く
、駆
除
に
対
す
る
危
険
性

の
観
点
か
ら
、地
域
の
方
の

協
力
に
よ
る
駆
除
活
動
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

黄
色
の
花
で
、親
し

ま
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
。特
定
外
来
生
物
の
周

知
を
。

町
民
の
方

に
は
、オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
始
め
、外

来
生
物
や
特
定
外
来
生
物
に

つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
そ
の
概
要
や
生
態
系
、

生
息
・
繁
殖
情
報
、駆
除
方
法

の
提
供
・
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

特
定
外
来
生
物
の
ヌ

ー
ト
リ
ア
は
イ
ネ
を

食
い
荒
ら
す
。町
の
被
害
状

況
、捕
獲
状
況
は
。ヌ

ー
ト
リ

ア
は
毎
年

捕
獲
さ
れ
て
お
り
、田
植
え

直
後
の
イ
ネ
が
食
い
荒
ら
さ

れ
、畑
の
野
菜
が
か
じ
ら
れ

る
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。

　

被
害
を
受
け
た
農
地
面
積

や
被
害
額
ま
で
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
た
時
は
、職
員
と
猟

友
会
の
方
で
現
場
確
認
し
、

ワ
ナ
を
仕
掛
け
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

生
涯
教
育
部
長

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘植　満

特
定
外
来
生
物
の
駆
除
を

部
長 

広
報
紙
等
で
周
知
、

　

  

対
象
動
物
は
捕
獲
し
て
い
る
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(出典：環境省九州地方環境事務所)

○外来生物
　　他地域から人為的に持ち込まれた生物のこと。
生態系や経済に重大な影響を与えることがあり、
環境問題の一つとして扱われる。
○特定外来生物
　　外来生物のうち、生態系、人の生命・身体、農林
水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれが
あるものの中から指定されたもの。アライグマ、
ヌートリアなど。
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ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

待
っ
て
い
ま
す
！



おおぐち議会だより　No.205
平成 27年11月1日発行

総務建設常任委員会視察（丹羽　孝）

石
川
県
か
ほ
く
市

「
上
下
水
道
の
一
体
化
管
理
」

視
察
地
の
概
要

　

石
川
県
９
番
目
の
市
で
人

口
３
万
４
９
６
８
人
、面
積

６
４
．７
６
㎢
。ル
ビ
ー
ロ
マ

ン（
ブ
ド
ウ
）が
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

で
す
。

一
体
化
管
理
の
成
果

　

か
ほ
く
市
で
は
下
水
道
の

整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
、維
持

管
理
や
設
備
更
新
が
事
業
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
の
包
括
民
営
委

託
は
、民
間
事
業
者
の
有
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
力
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、コ
ス
ト
削
減
と
維
持
管
理

水
準
を
合
わ
せ
て
確
保
す
る

目
的
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
下
水
道
一
体
化
管
理
の

効
果
と
し
て
、５
年
契
約
に

よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
が
で
き
、

５
年
間
で
８
％
約
７
５
０
０

万
円
と
大
き
な
コ
ス
ト
削
減

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
有
効

活
用

　

市
の
管
理
す
る
歩
道
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ふ
た
を
市
内
で
活

躍
す
る
企
業
の
広
告
宣
伝
媒

体
と
し
て
活
用
す
る
も
の

で
、ふ
た
の
絵
柄
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
読
み
込
む
と
企

業
の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
放
映
さ
れ

る
仕
組
み
で
あ
り
、市
内
の

ど
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
で
も
簡

単
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

事
業
効
果
と
し
て
は
、メ

デ
ィ
ア
等
へ
の
露
出
に
よ
り

知
名
度
の
向
上
と
下
水
道
へ

の
関
心
の
高
ま
り
や
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
の
宣
伝
効
果
に
つ

な
が
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
の
担
当
者
が「
老
朽
化

し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
も
合

わ
せ
、
一
石『
三
鳥
』で
す
」

と
自
賛
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

所
感

　

本
町
も
下
水
道
の
整
備
は

ほ
ぼ
終
了
し
、今
後
は
設
備

更
新
や
維
持
管
理
が
中
心
と

な
っ
て
き
ま
す
。先
進
事
例
を

参
考
に
し
、施
設
の
管
理
と

運
用
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

る
こ
と
が
肝
要
と
感
じ
ま
し

た
。

石川県珠洲市
「バイオマスタウン」

マンホールふたを企業のPRに

バイオマスタウン構想(概要版)から

かほく市役所で

視
察
地
の
概
要

　

石
川
県
の
能
登
半
島
先
端

に
位
置
す
る
市
で
人
口
１
万

５
６
８
０
人 

、面
積
２
４
７
．

２
６
㎢
。Ｔ
Ｖ
の
朝
ド
ラ
マ
で

舞
台
と
な
り
観
光
客
が
増
加

し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
塩
は

売
切
れ
続
出
の
人
気
で
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

　

自
然
と
共
生
す
る
市
を
目

指
し
、６
つ
の
取
組
み
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

①
生
ご
み
の
分
別
利
活
用

で
は
、家
庭
ご
み
な
ど
の
一
般

廃
棄
物
を
主
原
料
と
す
る
、ゴ

ミ
固
形
化
燃
料（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、②
家
畜

用
排
泄
物
等
の
良
質
な
堆
肥

の
生
産
利
用
促

進
、③
地
の
利

を
生
か
し
海
藻

の
利
活
用
、④

水
産
残
さ
の
利

活
用
、⑤
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
等

の
利
活
用
、⑥

廃
食
用
油
の
利

活
用
。

　

バ
イ
オ
マ
ス

を
使
う
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、

ＣＯ2
の
排
出
量

を
減
ら
し
、地

球
温
暖
化
を

ふ
せ
ぐ
、使
い

捨
て
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

循
環
型
社
会
へ
の
移
行
を
促

進
す
る
、バ
イ
オ
ガ
ス
や
肥
料

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
を

供
給
す
る
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

バ
イ
オ
マ
ス
メ
タ
ン
発
酵
施
設

　

公
共
下
水
汚
泥
・
農
業
排

水
汚
泥・浄
化
槽
汚
泥・し
尿・

生
ご
み
の
５
種
類
を
混
合
処

理
し
て
発
生
さ
せ
た
バ
イ
オ

ガ
ス
を
熱
源
利
用
し
ま
す
。

出
来
た
乾
燥
汚
泥
を
混
合
汚

泥
肥
料「
為
五
郎
」と
い
う
名

前
で
市
民
に
無
料
配
布
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

所
感

　

本
町
も
経
営
計
画
で
ご
み

減
量
・
資
源
化
事
業
、廃
棄
物

処
分
事
業
な
ど
、持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
創
造
を
行

っ
て
い
ま
す
。目
的
達
成
に
全

町
で
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

す ず
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長野県富士見町
「公民館・博物館と
　　　複合化した図書館」

文教福祉常任委員会視察（柘植　満）
視
察
地
の
概
要

　

菊
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

栽
培
が
全
国
ト
ッ
プ
、自
然

に
囲
ま
れ
た
町
で
、人
口
は

約
１
万
５
０
０
０
人
で
す
。

本
の
貸
出
し
件
数
１６
年

連
続
日
本
一

　

図
書
館
は
、公
民
館
・
博
物

館
と
同
じ
建
物
内
に
あ
り
ま

す
。人
口
一
人
当
た
り
の
本

の
貸
出
し
件
数
が
、同
規
模

自
治
体
の
公
立
図
書
館
の
中

で
１６
年
連
続
日
本
一
、平
成

２５
年
度
は
一
人
当
た
り
約
１６

冊
で
し
た
。た
だ
最
近
は
、住

民
の
高
齢
化
が
要
因
で
貸
出

し
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

利
用
者
の
目
線

　

館
内
は
本
棚
が
低
く
、全

体
に
空
間
が
あ
り
、外
を
見

渡
せ
る
畳
コ
ー
ナ
ー
は
冬
に

は
こ
た
つ
が
置
か
れ
、地
域

な
ら
で
は
の
工
夫
が
や
す
ら

ぎ
を
感
じ
ま
す
。

　

開
館
時
間
は
、通
常
は
午

前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
す
が
、火
・
金
曜
日
は

午
後
８
時
ま
で
で
、公
民
館

の
行
事
で
訪
れ
た
際
は
、待

ち
時
間
や
空
き
時
間
に
立
ち

寄
る
こ
と
が
で
き
て
よ
い
と

の
利
用
者
の
声
が
あ
り
ま

す
。

所
感

　
「
気
取
ら
な
い
で
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、本
だ
け
で

な
く
漫
画
本
も
他
の
図
書
館

よ
り
多
く
置
い
て
い
る
。地

域
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
や

楽
し
め
る
よ
う
考
え
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
す
。

　

館
内
は
居
心
地
が
よ
く
、

ま
た
、高
齢
で
図
書
館
に
来

ら
れ
な
い
方
の
代
わ
り
に
本

を
借
り
て
届
け
た
り
、老
人

施
設
で
の
読
み
聞
か
せ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。利
用
者
の
声
を
生
か

す
な
ど
の
工
夫
が
感
じ
ら

れ
、貸
出
し
件
数
が
日
本
一

に
な
っ
た
の
も
納
得
で
き
る

よ
う
な
図
書
館
で
し
た
。

長
野
県
安
曇
野
市

「
学
習
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
と
複
合
化
し
た
図
書
館
」

視
察
地
の
概
要

　

平
成
１７
年
１０
月
に
５
町
村

の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
市

で
、人
口
約
９
万
８
０
０
０
人

で
す
。中
部
山
岳
国
立
公
園

の
山
岳
地
帯
で
、山
々
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
す
。

中
央
図
書
館
と
し
て　

　

市
内
に
あ
る
５
つ
の
図
書

館
の
中
で
２１
年
に
開
館
、「
安

曇
野
市
穂
高
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ら
い
」と
し
て
、中
央

図
書
館
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。複
合
施
設
と
し
て

地
域
学
習
館
・
多
目
的
交
流

ホ
ー
ル
も
同
じ
建
物

内
に
あ
り
ま
す
。

複
合
施
設
に
よ

る
課
題
も

　

正
面
玄
関
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

は
、待
合
せ
に
利
用

で
き
る
カ
フ
ェ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
は
、２０
万
冊
ま
で

蔵
書
可
能
。館
内
の
通
路
は

広
く
、駐
車
場
か
ら
館
内
ま

で
、す
べ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
、障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

配
慮
が
行
き
届
い
て
い
ま

す
。

　

地
域
学
習
館
に
は
３６
席
が

用
意
さ
れ
、気
軽
に
学
習
で

き
ま
す
。ま
た
、多
目
的
交
流

ホ
ー
ル
は
２
０
０
席
あ
り
、発

表
会
や
交
流
の
場
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
は
、そ
の
音
が
図

書
館
に
聞
こ
え
た
り
、駐
車

場
が
満
車
に
な
る
な
ど
、複

合
施
設
な
ら
で
は
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。

所
感

　
「
無
駄
と
思
わ
れ
る
空
間

も
必
要
」と
の
考
え
か
ら
、天

井
が
高
く
、明
る
い
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
が
採
用
さ
れ
、平

屋
建（
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

部
分
の
み
２
階
建
）と
い
う

こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
、障
が
い
の
あ
る

方
ま
で
、誰
も
が
利
用
し
や

す
い
図
書
館
で
し
た
。

待合せに利用できるカフェコーナー

安曇野市中央図書館で

冬はこたつが置かれる畳コーナー
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８
月
２７
日
、空
調
設
備
の
状
況
を
調
査
す
る

た
め
、南
小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

現
在
、第
１
期
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
北

保
育
園
で
は
、地
下
水
を
利
用
し
た
冷
暖
房
設

備
を
導
入
し
ま
す
が
、南
小
学
校
で
も
、地
下

熱（
空
気
）を
利
用
し
て
冷
暖
房
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

両
者
の
仕
組
み
は
違
い
ま
す
が
、「
水
」と

「
空
気
」と
い
う
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用

す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
階
段
で
、北
保
育
園
・
南
小
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
担
当
者
か
ら
設
備
の
説
明

を
受
け
た
後
、床
下
に
空
気
の
通
り
道
が
施
工

さ
れ
て
い
る
屋
内
運
動
場
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。 南

小
の
空
調
設
備
を
視
察

ふれあい階段の空調にも地下熱が利用されている

「空気の通り道」が見られる通路

屋内運動場の床下には空気の通り道がある

広報研修会を受講
　８月２１日、第２８回愛知県町村議会広報研修会（於 アイリス愛知）が開催され、
大口町議会広報常任委員会委員始め県内１６町村議会の議員及び事務局職員
等が受講しました。
　「住民に読まれ、議会活動が伝わる議会広報の基本と編集技術」と題し、議会
広報サポーターの芳野政明氏から説明を受けました。
　研修では、自治体における議事を公開し、議会に関する情報を住民と共有する
手段である議会広報のあり方などの講義を受けました。
　また、事前に添削指導を希望した町村議会の広報を
実際に見ながら、「よいところ」「見直したいところ」に
ついて、芳野先生から指導がありました。
　本町議会は「議会だより２０２号」の添削を希望しま
した。先生から、「一般質問のページ見出し」「まちの元
気者」は評価する一方、「例年、記事がパターン化してい
る箇所」「金額の見出し」には見直すべき点があるとの
指導を受けました。
　議会広報の充実は、議会改革の一つです。「伝える
広報」から「伝わる広報」に向け、今回の研修会で学
んだことを、今後の議会だよりの編集に生かしていき
ます。 県内の16町村の議会議員が受講

添削指導を受けた議会だより202号
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式典当日は、4会場で「松江だんだん夏踊り」を開催 7月8日、国宝に指定された松江城

来待石に松江城を刻んだインテリアライトと堀尾公の像を切削したアルミプレートを交換

松江市との姉妹提携盟約
　平成２７年８月２９日、島根県民会館大ホールにて、松
江市・大口町姉妹都市提携調印式が執り行われました。
　式典には、堀尾史蹟顕彰会会長、丹羽ライオンズクラ
ブ会長、大口町長の他、議長を含む６議員、計２９名が出
席しました。

　

こ
の
度
、島
根
県
松
江

市
と
、松
江
開
府
の
祖
で

あ
り
、国
宝
松
江
城
を
築

城
し
た
堀
尾
吉
晴
公
の
生

誕
地
と
い
う
縁
に
よ
り
、

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
こ

と
と
な
り
、そ
の
調
印
式

に
同
席
し
、記
念
品
の
交

換
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
口
町
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
姉
妹
都
市
提
携
で

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で

堀
尾
家
の
縁
に
よ
り
、長

年
続
け
ら
れ
て
き
た
民
間

に
よ
る
交
流
が
、大
き
な

礎
と
な
っ
た
提
携
で
も
あ

り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、こ
れ

を
機
会
に
、議
会
改
革
の

進
ん
で
い
る
市
議
会
と
の

交
流
や
情
報
交
換
を
推
し

進
め
る
と
と
も
に
、行
政

間
に
よ
る
人
事
交
流
や
地

域
振
興
、町
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
の
交
流
が

進
み
、両
市
町
が
さ
ら
に

発
展
で
き
る
よ
う
、支
援
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
心

新
た
に
し
ま
し
た
。

（
議
長　

木
野
春
徳
）

両市町のさらなる発展に向けて

　また、松江市議会の山本勝太郎議長と大口町議会の
木野春徳議長により、記念品の交換が行われ、松江市
からは、国指定の伝統工芸品「出雲石灯ろう」の原材
料である来待石に松江城を刻んだインテリアライトが
贈られました。大口町からは、工作機械で堀尾公の像を
切削したアルミプレートを贈りました。

き    まち   いし
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まちの
元気者
まちの
元気者

手続きは簡単です！
役場3階で住所と名前を書くだけ

12月定例会予定

会議録が閲覧できます
http://www.town.oguchi.aichi.jp
/2741.htm

１１月２６日（木）　提案説明
１２月 １日（火）　質疑
１２月 ２日（水）　質疑・委員会付託
１２月 ４日（金）　総務建設常任委員会
１２月 ８日（火）　文教福祉常任委員会
１２月１０日（木）　一般質問
１２月１１日（金）　一般質問
１２月１５日（火）　討論・採決

表紙の写真
元気に ヤー！

　初めての鳴子踊りに挑戦。
力強い掛け声と、鳴子の音
を会場中に響かせながら、
笑顔いっぱい踊ることがで
きました。（大口幼稚園児）
＝９月１２日 やろ舞い大祭

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〒
４
８
０
-０
１
４
４
 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

T
EL（
0587）95

-1702（
直
通
）　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り

取材を終えて
　代表の江口國髙さん、大変ありがとうございま
した。今後、このような活動がますます大口町に
深く浸透することを願っています。

（鈴木義彦）

♪　始めたきっかけは？

　4年前、小学生の登校時に車が突っ込む事
故の報道があり、地元の小学生の安全安心に
危機感を持ち、団塊の世代のおじいちゃんが
立ち上がり、事故にあわないように見守ること
になりました。

♪　毎日の活動の様子は？

　通学班の集合場所から大口南小学校まで
の通学路は、通勤車両が非常に多いため、子
どもたちの前後を見守り、毎日元気な挨拶を
もらって、ＧＧパパたちも張り切って頑張ってい
ます。
　「継続は力なり」ということわざのとおり、Ｇ
Ｇパパは全員で子どもたちの安全安心を願い、
元気に見守り活動を続けています。

♪　町や町議会への要望は？

　将来を担う子どもたちに事故なく成長して
もらうために、登下校時、地域を挙げて見守り
活動に参加していただくと、抑止効果になりま
す。
　行政、町議会の皆さん、今以上に「子どもた
ちの安全安心」に関心を寄せ、応援をいただき
たいと願っています。

9 月
定
例
会
N
o.205

平
成
27年

11月
1日

メンバーの皆さん

登校中の小学生を見守る

議

長

委
員
長

副
委
員
長

委

員

木
野
春
徳

伊
藤
　
浩

岡
　
孝
夫

吉
田
　
正

酒
井
正
宗

鈴
木
義
彦

丹
羽
　
孝

発
行
責
任
者

議
会
広
報
常
任
委
員
会

─子どもたちの安全安心な登下校を願って─
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「グリーン・グランドパパ」
今回は、

（ＧＧパパ）の皆さんです。
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